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私たちは、患者さまの人権を尊重し、思いやりの心をもって安全で納得して
いただける患者様中心の医療を目指します。

私たちは、急性期の地域医療を基盤として質の高い総合的な専門医療を提供する
と共に、関係医療機関と密接な連携をもつ地域完結型医療を目指します。

私たちは、健全な病院経営を心がけ、患者様がより良い医療が受けられ、
地域で選ばれる病院になるべく日々努力していきます。

●当院携帯サイトはこちらから
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院長の言葉

院　長　　高橋　俊毅

－新病院での診療を始めます－
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　平成22年3月30日から新病院での診療業務を始めます。

　昭和18年に戸塚海軍病院として発足し昭和24年からの国立横浜病院と大正9

年に横浜市立療養院として創設され昭和43年からの国立横浜東病院が平成15

年に統合し平成16年4月に独立行政法人国立病院機構横浜医療センターとなり

今日を迎えました。厳しい医療情勢の中で「患者中心の医療」や「地域完結

型医療」を目指してきましたが新病院ではより安全で質の高い医療を提供して「地域で選ばれる病

院」となるべく決意を新たにしています。

　旧病棟は整地し駐車場と共に公開空地を緑地化し学童の通学路や地域の方にご利用いただきます。

　新病院は免震構造7階建て510床、診療科28科、10病棟、医師92名、後期研修医18名、初期研修医16名、

看護師449名、7:1看護体制で病棟は救命救急センター（ICU10床）、脳神経センター（SCU3床）、消化

器センター、循環器センター（HCU8床）、母子センター（NICU 6床GCU4床）などです。また電子カ

ルテの整備やスキルアップラボ（操作訓練機器整備）を創設し医師や看護師など多くの職種の増員と

共に職員の研修体制を強化します。新たに7名の専任救命医（計9名）、2名の小児科医（計13名）と専門

透析医（腎臓内科医）を迎え救命救急センターや母子センターが飛躍的に充実強化されます。

　高度医療以外にも臨床研究や情報発信、併設する看護学校での看護師養成や医療関係者への教育

など国立病院機構病院に課せられている使命を誠実に実践します。頭痛外来や物忘れ外来の新規設

置など外来は救急や特殊外来に専念し入院に特化する病院として関係医療機関と密に連携し地域完

結型医療に邁進します。

　地域医療支援病院で横浜市南西部地域中核病院となる当院は神奈川県保健医療計画に基づく医療

連携に取り組んでいますが横浜市からは①救命救急センター②二次救急医療（横浜市小児救急医療拠

点病院）③初期救急医療④周産期医療（地域周産期医療センター）⑤救命医療対応の精神科医療⑥精神科

合併症医療⑦災害医療拠点病院⑧エイズ治療拠点病院⑨病院機能評価の認定等が要望されています。

　新病院の建設に際しましては神奈川県、横浜市、戸塚区などの自治体や関係官庁、医師会などの

医療関係者そして近隣の住民の方々のご支援をいただき感謝しています。新病院での使命を誠実に

実現すべく私を先頭に職員一同努力しますが「地域から選ばれる病院」になるにはなお多くの乗り

越えるべき課題があると考えております。

　住民の皆様や関係各位の忌憚のないご意見とご指導をお願いします。　　



　当院では、新病院のオープンに伴い、平

成22年3月20日に「新病院開院記念式典」

を開催いたしました。当日は、年度末の

お忙しい時期の中、94名の方々に御臨席

を賜り、テープカットを行うとともに、

国立病院機構本部副理事長や横浜市長を

はじめ、8名の御来賓から御祝辞をいた

だきました。その後、引き続き新病院の内覧会を開催いたしました。

　また、翌21日の午前中には、近隣にお住まいの方々を対象とした内覧会を開催し、約2,000名の皆

様にご参加いただきました。また、同日午後には、当院登録医療機関の先生方等を対象とした内覧

会を開催し、約100名の皆様にご参加いただきました。

　お忙しい中、ご参加いただきました皆様には改めて御礼申し上げます。

　また、当院は新病院オープンにあわせ

て、「横浜市南西部地域中核病院」に位置

づけられました。今後につきましても、

地域医療のより一層の発展を目指すとと

もに、「地域で選ばれる病院」を目指し一

層の努力をしてまいりますで、引き続き

よろしくお願いいたします。
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行 事 紹 介

新 採 用 職 員 紹 介

新病院開院記念式典

　はじめまして。4月より小児科医として勤務しております、矢竹暖子と申し

ます。このたび横浜市大の医局より配属となりました。地元原宿育ちで、通

学、通勤と毎日国道1号線の大渋滞と戦っていました。結婚を機に離れてお

りましたが、まさか数年で戻ることになろうとは…。これも何かの縁ですね。

　職業が小児科医であることを告げると、大抵の人は、ひとこと目に「少

ないんでしょ。大変でしょ。」と言います。決して多くはないし、楽な仕事

でもありません。しかし幸いにも、横浜医療センターには、今年度から13人の小児科医が勤務して

おり、交代で、夜間の救急にも応対しています。とてもスタッフに恵まれていると思っています。

　すっかりきれいに建て直されて新しく始まった横浜医療センター。さまざまな取り組みがなされ

ています。その中でも私は、地域の周産期医療に関わっていくことになります。産婦人科と小児科

の協力あっての周産期医療。その受け皿である私たちがしっかりしないと、安心してお産ができま

せん。NICUの病床が少ないことは、マスコミの報道でよく取り上げられており、地域の方々にも知

られていることだと思います。万が一入院することになったとしても、なるべく自宅近くで、そし

てお父さん、お母さんと赤ちゃんに優しい病院を目指して、地元に貢献できるよう、日々笑顔で努

力していきたいと思っております。よろしくお願い致します。

小児科医師　矢竹　暖子

4月を迎え多くの新採用職員を迎えました。代表してご挨拶、抱負を頂きました。

内覧会風景外来ブース

横浜市長あいさつテープカット
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環境：横浜市南西部に位置し、南に湘南の景勝地鎌倉・江ノ島・逗子海岸をひかえ、西に
富士箱根の連山を眺望し、東海道松並木道（国道一号線）北側の海抜約50ｍの高台に
ある。横浜市と近隣各市を結ぶ交通の要所に位置する関係上、交通も便利である。
また、周囲は湘南の一大住宅地である。

土地：62,312.38㎡

建物：構造／ＲＣ造

　　　階数／地上７階

　　　駐車場台数／575台

面積：①建築面積 10,202,20㎡

　　　②延床面積 34,922.99㎡

施設概要

病院概要

病床規模

510床（一般470床、精神40床）※ 現行　552床（一般500床、精神52床）

診療部門の概要

 ◎診療科（28科）

内科、腎臓内科、糖尿病内分泌内科、心療内科、精神科、神経内科、呼吸器内科、消化器内科、

循環器内科、アレルギー科、リウマチ科、小児科、外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、

呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、

リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、歯科口腔外科、救急科

病棟略図病棟略図病棟略図

西棟

東棟

病棟：55Ｂ
（消内、外、泌、耳、口腔）

病棟：56Ｂ
（消化器センター）

 病棟：54Ｂ
（脳神経センター）

病棟：55Ｂ
（呼吸器センター、リウマチ、皮）

病棟：59Ｂ
（母子医療センター）

病棟：30Ｂ
（救命救急センター）

管理部門、食堂
研修室、会議室

総合受付、救命救急センター 
薬剤科、栄養、地域医療連携室

病棟：55Ｂ
（循環器センター）

病棟：55Ｂ
（脳神経センター、糖内、腎内、眼）

病棟：51Ｂ
(整、形、産婦人）

中央手術室
総合医局

病棟：40Ｂ
（心身医療センター）

外来診察室、中央採血室
中央処置室、内視鏡室、放射線部門

売店

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

新 病 院 の 紹 介
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外来診療の流れ

診　察

ご　　　帰　　　宅

診察　診察終了後：
基本スケジュール・院外処方箋・次回予約票等をお渡しします

基本スケジュール等の入った
ファイルをご提出下さい総合受付カウンター［4．会計］

自動精算機
領収書・薬引換券（院内処方の場合）

をお渡しします

［1.地域医療連携］

紹介状・保険証
初診の方は診療申込書
再診の方は診察券

［2.初診］

保険証・診療申込書
を提出

［3.再診］

診察券
月初めは保険証を提出

［再来受付機］

診察券を入れて受付を
してください

お支払窓口
領収書・院内処方箋等
をお渡しします

お薬のない方

紹介状を
お持ちの方

当院を初めて
受診される方

再来予約をしない
で来院された方

再来予約を
された方

お薬のある方

《院内処方の方》

お薬コーナー
《院外処方の方》

院外調剤薬局

総
合
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー

外来受付（Ａ～Ｄ） 総合受付、再来受付機での受付後、外来受付へお寄り下さい

外来受付A

外来受付B

外来受付C
外来受付D

小児科・整形外科・リハビリテーション科・形成外科・心臓血管外科・栄養相談室・図書室

内科・腎臓内科・糖尿病内分泌内科・神経内科・消化器内科・呼吸器内科・循環器内科・リウマチ科・アレルギー科・
外科（消化器・乳腺・小児・一般）・脳神経外科・呼吸器外科・麻酔科（ペイン・緩和）・セカンドオピニオン

皮膚科・泌尿器科・眼科・耳鼻咽喉科

心療内科・精神科・産婦人科・歯科口腔外科

外 来 診 察 の ご 案 内



医 師 の 人 事 異 動
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横浜医療センター症例検討会・研究会開催のお知らせ

西横浜整形外科症例検討会

開催日時

開催場所
連 絡 先

毎月第3木曜日　午後7時～

当院大会議室
日塔整形外科部長
045-851-2621（代）

横浜藤沢消化器疾患研究会

開催日時

開催場所
連 絡 先

毎月第2月曜日　午後7時～

当院大会議室
小松臨床研究部長・松島消化器科部長
045-851-2621（代）

各症例検討会・研究会にご興味をお持ちの先生は、どなたでも参加を歓迎いたしますので、ご連絡下さい。
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編

集

後

記

　平成22年4月 新生横浜医療センターがスタートしました。新病院のオープンに伴い、近隣にお住まいの

方々を対象とした内覧会を開催し、約2000人の方々にご参加頂きました。休日の貴重なお時間を使い参加

して頂いた方々の途切れない列に対応していると、多くの方にご参加頂いた喜びと共に、「地域からの期

待」をひしひしと感じました。職員である私が、建築中の新病院を眺めながら、早く出来ないかな…と思

っていたとの同じ様に、多くの地域の皆さまもフェンス越しの新病院を眺めておられたと思うと、病院の

理念である「地域で選ばれる病院になるべく日々努力する」事の重要性を深く認識する事が出来ました。

　今後とも、「生まれ変わった」横浜医療センターをよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療ソーシャルワーカー　高瀬　昌浩

活 動 内 容

活動曜日と時間

病院ボランティアとは

・インフォメーション（案内）

・本の整理

・車椅子使用者の介助

・ボランティアは心身ともに健康であることが大切です。

・ボランティアは16歳以上の方が対象です。

・患者さまのプライバシーを守りましょう。

・病院の規則や指示に従って活動します。

・制服、休憩室はご用意致します。

・交通費・食費は自己負担になります。
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・月曜日～金曜日（休日を除く）8：30～17：00　2～4時間程度

心構え・その他

・病院内で、病院職員と協力し合い、患者さまが安全で安楽に入院生活が送れるように、

　自発的に無報酬で奉仕活動をする人のことです。

・医療に関する専門的な知識がなくても、ボランティア自身の経験や技術を活かした活動、

　誠意ある心からの活動ができることがボランティアです。

　常勤看護師（夜勤可能な方）、非常勤看護師（日勤･夜勤専門）を随時受け付けていますので
ご連絡ください。
　問い合わせにつきましては、下記担当までご連絡頂きますようお願い致します。

（担当）横浜医療センター 管理課給与係長
　TEL  045 -851 -2621 　　E-mail  3133jy01@hosp.go.jp

看護師募集のお知らせ

平成22年度途中採用について



※急患は随時受け付けます。来院前に病院にご連絡下さい。（TEL 045-851-2621）
※紹介状又は、診療情報提供書をお持ちの方は、外来受付窓口にご提示下さい。
※地域医療連携室　TEL 045-853-8355（月～金 8：30～17：00）
　　　　　　　　　TEL 045-851-2621（時間外、土・日・祝日）
　　　　　　　　　FAX 045-853-8356

お 知 ら せ 色つき部分が変更箇所となります。ご確認の上受診ください。

平成22年4月

　
　　
　
　

（写真右）
戸塚は江戸時代には東海道の宿場として栄えており、旅籠の数も小田原に次ぐ
所で江戸より10里、小田原まで10里と中間点にあるため、江戸を朝立ちして戸
塚で泊まり翌朝小田原に向かって出発するので大変賑わった町でした。
　又、現在の戸塚消防署とスルガ銀行戸塚支店の間は大商店が立ち並び、旅籠
や遊廓等が点在していました。

独立行政法人
国立病院機構
独立行政法人
国立病院機構


